
　白老町地域防災計画は昭和39年に制定され、災害対策基本法第42条に基づき、災害から町民の
生命・身体・財産を保護し、災害による被害を軽減することを目的に、町や防災関係機関などが
行うべき災害予防対策や災害応急対策、災害復旧対策を定める計画です。

　白老生活館は1962（昭和37）年に開館。1979（昭和54）年に改築してから43年が経過し、建物の耐
用年数を大幅に超え、施設・設備の経年による老朽化が著しい状況であったことから、新たな機能
を備えた多機能型生活館として改築します。現在、解体工事が完了し、実施設計がまとまりました
ので、令和５年度は建物本体の建設工事に入ります。開館は2024（令和６）年春を目指しています。

■  白老生活館改築工事（延べ床面積は現行の約1.6倍482.98㎡、建物本体工事費 約2億7,700万円）■

◆資料配布・閲覧場所：役場、いきいき４・６、白老コミセン、図書館、町ホームページ
◆意見の提出方法：配布場所への持参、郵送、ファクス（82－4391）、町ホームページから担当課への
　　　　　　　　　Ｅメール

アイヌ関係団体の文化伝承、地域住民のコミュニティー活動の拠点

白老生活館改築　今夏着工へ
令和６年春開館予定

白老町地域コミュニティ基本指針案

白老町地域防災計画（改訂案）町民意見募集（パブリックコメント）の結果
◆募集期間：２月１日～３月２日　　　◆意見件数：０件

問い合わせ先：政策推進課　アイヌ政策推進室　☎８２－７７３９

問い合わせ先：政策推進課　地域戦略推進グループ　☎８２－８２１３

問い合わせ先：総務課　防災交通室　☎８５－３０８０

町民意見募集
日　程 内　容

～

４月19日㈬

　人口減少・少子高齢化が進行する中にあっても、地域課題の解決などに向け、町
内会や町民活動団体などの地域コミュニティが、持続的に自立した運営を行ってい
けるように「地域コミュニティの進むべき方向性」の道しるべとして新たに策定し
ます。

設備（部屋名） 主な機能

儀礼室 炉・神窓などを設置し、季節や天候に左右されることなくアイヌ民族の伝統儀式
を執り行うことが可能

調理室 アイヌ伝統料理の伝承教室などの開催が可能な広さと設備を整備
研修室（A・B）
小ホール兼集会室
大ホール兼集会室

地域の方々や各団体が会議、研修、サークル活動など多様で幅広いコミュニティ
ー活動を快適に行えるよう、一体化が可能な研修室とホール・集会室を整備

このほか、事務室・相談室・和室・ホール展示・物品庫・収蔵庫などの設備を整備予定
【イメージ図】


